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～教材の観点から～

「語学教育を対象とした大学合同による実証実験」

角所 考 ・ 美濃導彦 ・ 壇辻正剛

（京都大学 学術情報メディアセンター）

目的

(1) CMS用マルチメディア教材の開発
• 本プロジェクトで開発するCMSの実証実験用
→ ３Ｄモデルを積極的に活用したもの

• 実際の大学教育に広く利用されるもの
→語学教育

(2)教材配信に必要な映像伝送手法の開発
→ ユビキタスなネットワーク環境への対応
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京大学術情報メディアセンターの組織

ディジタルコンテンツ研究部門

教育支援システム研究部門

コンピューティング研究部門

ネットワーク研究部門

電子化・ディジタルアーカイブ研究分野

マルチメディア情報研究分野

語学教育システム研究分野

情報教育システム研究分野

メディアコンピューティング研究分野

スーパーコンピューティング研究分野

ネットワーク情報システム研究分野

高機能ネットワーク研究分野

３Ｄモデルを活用した教材開発
～発生学の例～
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語学教材の開発
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講義自動撮影・アーカイブ化

講義室

位置センサ
（講師位置検出）

魚眼カメラ
（受講者位置検出）

分散マイクシステム
（話者位置検出）

撮影用カメラ
（映像撮影）

天井

壁面

講義アーカイブ

ユビキタス環境における映像配信

• e-learningにおける教材映像の配信
-帯域の時間変化
-利用する回線の変化
→映像圧縮が必要

cf.従来手法
: 映像の信号レベルの性質や人間の視覚特性に基づく圧縮
→内容の理解に必要な情報が得られるとは限らない
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空間解像度と文字の判読性

×判読性が不十分

○判読性が十分

教材映像に要求される時空間解像度

空間解像度

高低

高
教材を指示しながら
説明

ジェスチャを交えた

説明
有

時
間
解
像
度

低
教材を示しながら

説明

発話のみによる

説明
無

説
明
動
作

有無

教材提示
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遅延の発生

送信側 ネットワーク 受信側

帯域

データ量 データ量

時間 時間

遅延

＊一連の説明中に遅延が発生するとわかりにくい

→ 遅延を挟むならば個々の説明の間

映像表現情報の獲得

映像表現の種類
• 発話のみ

• ジャスチャによる説明

• 教材による説明

• 教材の指示

・ 講義映像：講義自動撮影システム

・ スタジオ映像：シナリオ
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映像伝送システムの制御

エンコーダ

教材映像

教材映像

送信バッファ

受信バッファ

デコーダ

再生制御

映像表現に依存

ネットワーク環境に依存

映像データ

要求解像度

映像表現情報

デコード開始
-受信バッファに当該区間の全データが存在
-当該区間の再生中に残りのデータが到着見込

デコード停止

当該区間のエンコード中

実験結果
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実験結果

今後の予定

• 語学教材の開発
– インタラクションデザイン
– 素材の作成（ＣＧ，映像，テキスト，etc.）

• 映像伝送手法の開発
– 説明対象の自動認識
– 講義映像撮影との連携

３大学での実証実験


